
原子力関連施設の事故に伴う放射性物質の

大気拡散監視・予測技術の強化に関する提言

平成26年12月17日

公益社団法人日本気象学会

理事長 新野 宏

背景

平成23年３月，東京電力福島第一原子力発電所で放射性物質の大気中への漏えい事故

が発生した．この事故では，このような緊急時に，周辺環境における放射性物質の大気

中濃度や被曝線量を予測し，国や地方公共団体に情報提供して防護対策に役立てるため

の緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム（SPEEDI）による結果が，放出源

の情報が無いことなどを理由に平成23年３月23日まで公表されなかった ．その後改訂

された原子力災害対策指針 （平成25年９月５日）では，大気拡散数値モデル（以下数

値モデル）の結果を参考にする可能性は残したものの，緊急時には原則として空間線量

率のモニタリング値に基づいて対処することが規定された．さらに原子力規制委員会の

審議 （平成26年10月８日）により，緊急時の防護措置の判断にあたってはSPEEDI

の計算結果を使用しないこととされた．しかし，限られたモニタリング地点の観測値だ

けでは緊急時の防災情報として決して十分とは言えない．近年の気象庁をはじめとする

行政・研究機関の気象予測技術と観測技術の向上は著しく，より高度な推定手法を開発

して精度の高い放射性物質の監視・予測技術を構築できる環境も整ってきている．実

際，最新の研究 によれば数値モデルは，不確実性に配慮すれば，防護措置に有効に活

用できる可能性が示されている．以上の背景をふまえ，公益社団法人日本気象学会は前

提言 （平成24年３月５日）を具体化するために以下の３つの提言を行うものである．

提言１ 緊急時には数値モデル予測値を有効活用すべきである

モニタリングポストでの観測は，限られた地点での現時点以前の情報しか得られず，

緊急時の防災情報として十分とは言えない．数値モデルは，不確実性があるものの数日

先までの３次元的な予測情報を提供し，予防的防護措置に有効な情報であり，緊急時に

有効活用すべきである．放射性物質の放出条件が不明の場合でも，放出量一定を仮定し

た相対値の予測を不確実性に配慮して適切に利用することは可能である．

提言２ モニタリング実測値と数値モデル予測値を組み合わせた最先端の監視・予測技

術を開発・整備すべきである

モニタリングポストは，時間的空間的に限られるが，正確な情報を得ることができ

る．一方，数値モデルは絶対値の予測は難しいものの，相対的な時空間分布を予測する

ことができる．近年，観測データと数値モデルの予測を融合した実況解析・予測手法が

開発されているので，原子力関連施設における気象観測体制を強化するとともに，他機

関の気象解析値や大気汚染監視網等の情報も利活用して，最新の数値解析・予測手法に

基づく放射能汚染の実況監視・予測システムを開発・整備すべきである．
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提言３ 放射性物質の監視・予測システムの日常的な運用・情報発信と住民への啓発活

動を行うべきである

放射性物質の監視・予測システムを日常的に運用し，その情報を行政機関と住民に公

開すべきである．不確実性に配慮した相対的な危険度を示す情報提供のあり方を検討

し，緊急時に円滑に情報を利用できる体制を構築すべきである．また，日頃から放射性

物質の予測情報利用に関する行政機関と住民への啓発活動を行い，知識の定着を図るべ

きである．
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